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　森林資源は、育った木を伐採した後に、再び植えて（「再造林」）、育てるといっ
た循環をさせることにより、持続的に利用することが可能な資源です。日本では、
戦後に植えられた人工林の多くが利用可能な状況になりつつあり、森林資源を利
用し、次の世代のために再造林を行う時期にさしかかっています。
　一方、再造林を進めるにあたっては、高いコスト、人手の不足や、植えた苗木
がシカに食べられるなどの課題があります。この特集では、再造林におけるこれ
らの課題解決に向けた取組をご紹介します。

森林の持続可能な利用に向けた
再造林の推進

造
林
作
業
へ
の

自
走
式
草
刈
り
機
の
導
入

　

北
海
道
造
林
協
会
で
は
、
人

工
林
資
源
の
循
環
利
用
を
進
め

る
う
え
で
不
可
欠
な
下
刈
り
や

地
拵
え
の
「
機
械
化
に
よ
る
軽

労
化
」
を
図
る
た
め
、
既
存
の

自
走
式
草
刈
り
機
の
造
林
作
業

へ
の
導
入
に
む
け
た
実
証
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
械
は

前
後
左
右
30
度
の
傾
斜
に
対
応

可
能
で
、
運
転
免
許
が
不
要
で

す
。
さ
ら
に
は
片
手
で
操
作
可

能
で
、
実
証
実
験
で
は
造
林
の

妨
げ
と
な
る
太
さ
２
～
３
㎝
、

高
さ
３
ｍ
の
チ
シ
マ
ザ
サ
も
粉

砕
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
、

地
拵
え
時
の
切
り
株
の
処
理
の

対
応
も
可
能
と
な
る
よ
う
改
良

が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
作
業
の
効
率
化

や
安
全
性
の
向
上
、
加
え
て
若

手
新
規
就
労
者
の
確
保
な
ど
労

働
力
不
足
の
改
善
に
繋
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
一
般
社
団
法
人 

北
海
道
造
林
協

会
）



種類 諸　元　等

特
大

ド
ロ
ー
ン

 （特注品）部品を海外から取り寄せて組立
・諸　　元： 大きさ約 250cm、重さ 30.0kg
・用　　途： 20kg程度の資材運搬
 （裸苗240本、コンテナ苗80本程度）
・駆動時間： 約 15 分程度

大
型

ド
ロ
ー
ン

 （市販製品）空撮用に一眼レフをカスタマイズした機体もあり
・諸　　元： 大きさ約 100cm、重さ 9.0kg
・用　　途： ３kg程度の資材運搬
 （裸苗60本、コンテナ苗20本程度）
・駆動時間： 約 15 分程度 

小
型

ド
ロ
ー
ン

（市販製品）小型ドローンの活用は、幅広い
・諸　　元： 大きさ約 35cm、重さ 1.2kg
・用　　途： 森林調査、獣害ネットの状況確認、架線の予備線

架設、治山施設の点検、造林下刈り検査（面的に確
認可能）など

「
油
圧
式
集
材
機
」や

「
特
大
ド
ロ
ー
ン
」な
ど
に
よ
る

コ
ン
テ
ナ
苗
運
搬

　

和
歌
山
県
で
は
、
紀
伊
半
島
の
急
峻
な
地

形
に
対
応
し
な
が
ら
、
再
造
林
コ
ス
ト
を
下

げ
る
た
め
、
伐
採
し
た
木
を
集
め
る
架
線
集

材
機
や
特
大
ド
ロ
ー
ン
を
苗
木
運
搬
に
活
用

す
る
た
め
の
研
究
開
発
・
実
証
試
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

無
線
操
作
や
搬
器
の
自
動
走
行
が
可
能
な

「
油
圧
式
集
材
機
」
を
開
発
し
、
苗
木
運
搬
に

開発した「特大ドローン」と市販のドローン

別表：「ドローン」の試験飛行による結果

「特大ドローン」による
コンテナ苗木の運搬

開
発
し
た「
油
圧
式
集
材
機
」と
コ
ン
テ
ナ
苗
木
の
運
搬

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
造
林
作
業
の
労
力
軽

減
・
安
全
性
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
形
等
の
制
約
に
よ
り
架
線
集
材
機
が

使
用
で
き
な
い
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
策
と
し
て

「
ド
ロ
ー
ン
」
に
よ
る
苗
木
運
搬
に
も
全
国
に

先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
和
歌
山
県

内
の
機
械
メ
ー
カ
ー
が
製
作
し
た
「
特
大
ド

ロ
ー
ン
」
と
市
販
の
「
大
型
ド
ロ
ー
ン
」
を

使
い
、
１
回
の
飛
行
で
運
搬
で
き
る
苗
木
の

本
数
、
飛
行
条
件
も
考
慮
し
な
が
ら
試
験
飛

行
を
行
い
、
別
表
の
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
後
、「
特
大
ド
ロ
ー
ン
」、「
大
型
ド
ロ
ー
ン
」、

「
人
力
」の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
苗
木
運
搬
に
係

る
コ
ス
ト
分
析
を
実
施
し
、急
傾
斜
地
で
の
植

栽
資
材
の
新
た
な
運
搬
方
法
と
し
て
普
及
定

着
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※ 

本
取
組
は
和
歌
山
県
の「
森
林
・
林
業
総
合

戦
略
～
新
・
紀
州
林
業
へ
の
挑
戦
～
」に

基
づ
く「
一
貫
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
・
省

力
化
再
造
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

（
和
歌
山
県 

農
林
水
産
部 

森
林
・
林
業
局
）
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森林の持続可能な利用に向けた再造林の推進

造
林
コ
ス
ト
の
低
減
に
資
す
る

伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

　

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、
伐
採
と
地
拵
え
・
植
栽

を
別
々
に
実
施
し
て
い
た
従
来
型
の
施
業
と
比
較
し

て
、
地
拵
え
の
省
力
化
及
び
低
コ
ス
ト
化
が
期
待
で

き
る
施
業
方
法
で
す
。

　

林
野
庁
で
実
施
し
た
実
測
調
査
の
事
例
で
は
、
伐

採
か
ら
地
拵
え
ま
で
の
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
、

雑
草
が
繁
茂
す
る
前
に
苗
木
を
植
栽
す
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
等
の
林
業
機
械
を
活
用
し

て
地
拵
え
を
実
施
す
る
こ
と
で
造
林
の
低
コ
ス
ト
化

に
つ
な
が
る
結
果
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伐
採
作
業
時
に
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
等
に
よ
り

伐
採
木
を
集
め
る
際
、
地
拵
え
作
業
に
お
け
る
効
率

化
の
た
め
、
植
栽
の
妨
げ
に
な
る
枝
や
葉
等
も
併
せ

て
集
め
る
こ
と
で
、
地
拵
え
作
業
の
省
力
化
・
低
コ

ス
ト
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
へ
対
す
る

国
の
補
助
に
つ
い
て

　

一
貫
作
業
に
よ
る
再
造
林
の
低
コ
ス
ト
化
を
進
め

る
た
め
、
国
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
「
林
業
・
木

材
産
業
成
長
産
業
化
促
進
対
策
」
に
よ
り
、
支
援
を

開
始
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
再
造
林
（
地
拵
え
、
植
栽
、
苗
木

運
搬
）
に
要
す
る
費
用
に
加
え
て
、
地
拵
え
の
妨
げ

と
な
る
伐
採
時
に
発
生
し
た
枝
や
葉
等
を
集
め
る
の

に
要
す
る
費
用
に
対
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。（
補

助
率
：
定
額
）

地拵えコストの低減効果

地拵えコストを６～７割縮減
→再造林コストの２割縮減に相当

従来方式（a） 一貫作業（b） b ／ a

事例① 32万円/ha 12万円/ha 38％

事例② 31万円/ha 10万円/ha 32％
※	低コスト造林技術実証・導入促進事業の調査地データより
※	事例①は北海道森林管理局石狩森林管理署、事例②は東北
森林管理局山形森林管理署管内で得られたデータ。

地拵え 植付
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通　
　
常

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム

伐採

伐採

集材に用いたグ
ラップルで枝葉
や端材を片付け

搬出に使っ
たフォワーダで
コンテナ苗を

運搬

植付適期が長い
コンテナ苗の活
用により労務を
平準化

集材

集材

搬出

搬出 地拵え コンテナ苗に
よる植付



成
長
等
が
特
に
優
れ
た
樹
木

（
特
定
母
樹
・
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
）

に
つ
い
て

　

特
定
母
樹
は
、「
森
林
の
間
伐
等
の
実

施
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に
基

づ
き
指
定
さ
れ
る
優
良
な
樹
木
で
、
従
来

の
苗
木
よ
り
、
成
長
量
が
概
ね
１
・
５
倍

以
上
、
花
粉
量
が
概
ね
半
分
以
下
（
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
場
合
）、
平
均
的
な
木
材
よ
り

材
質
が
優
れ
て
い
る
等
の
特
性
の
基
準
を

満
た
す
も
の
で
す
。

　

特
定
母
樹
の
多
く
は
、
エ
リ
ー
ト
ツ

スギエリートツリーの生育状況（植栽後１年４ヶ月）
（写真：国立研究開発法人森林研究・整備機構林木育種センター提供）

エリートツリー従来の精英樹

早
生
樹
の
導
入

広
島
県
で
の
取
組
（
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
）

　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
中
国
の
主
要
造
林
樹

種
で
、
成
長
が
早
い
、
萌
芽
更
新
が
可
能
、

曲
げ
ヤ
ン
グ
率
は
ヒ
ノ
キ
に
近
い
等
の
優
れ

た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
広
島
県
で
は
、
昭
和

30
年
代
に
植
栽
さ
れ
た
造
林
地
を
参
考
に
、

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
成
長
や
材

質
特
性
に
基
づ
く
優
良
系
統
の
選
抜
等
を
進

め
る
と
と
も
に
、
県
の
「
農
林
水
産
業
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
第
Ⅱ
期
）」
に
再
造
林

コ
ス
ト
の
削
減
が
期
待
で
き
る
樹
種
と
し
て

位
置
付
け
て
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
30
年
の
春
に
は
約
10 

ha
の
植
栽
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
県
森
林
整
備
・
農

業
振
興
財
団
で
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
コ
ン

テ
ナ
苗
の
生
産
や
、
モ
デ
ル
林
の
整
備
等
も

進
め
て
い
ま
す
。

（
広
島
県 

農
林
水
産
局
林
業
課
）

熊
本
県
で
の
取
組
（
セ
ン
ダ
ン
）

　

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は
平
成
８
年

度
か
ら
九
州
や
四
国
に
自
生
す
る
落
葉
広
葉

樹
の
セ
ン
ダ
ン
の
施
業
に
関
す
る
研
究
に
取

り
組
ん
で
お
り
、幹
の
通
直
性
を
高
め
る
「
芽

か
き
」
を
施
す
育
林
方
法
を
開
発
し
ま
し
た
。

熊
本
県
上
益
城
郡
甲
佐
町
に
あ
る
試
験
地
で

は
成
長
が
早
い
系
統
を
植
栽
し
、
芽
か
き
を

実
施
し
た
結
果
、
17
年
生
時
の
胸
高
直
径
は

大
き
い
も
の
で
40
㎝
に
達
し
、
通
直
な
樹
幹

形
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
視
察
が
増
え

る
等
、
全
国
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
試
験
林

で
す
。

（
熊
本
県 

林
業
研
究
指
導
所
）

コウヨウザン造林地（広島県庄原市）
56年生　0.63ha（1,006㎥ /ha）

センダン芽かき試験林（熊本県甲佐町）
17年生　0.13ha

リ
ー
の
中
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
及
び

カ
ラ
マ
ツ
の
う
ち
、
成
長
等
が
特
に
優
れ

病
虫
害
に
抵
抗
性
の
あ
る
木
と
し
て
選
抜

さ
れ
た
第
１
世
代
の
精
英
樹
同
士
を
交
配

し
、
そ
の
子
供
世
代
の
中
か
ら
特
に
優
れ

た
も
の
と
し
て
選
ば
れ
る
第
２
世
代
以
降

の
精
英
樹
で
、
ま
さ
に
エ
リ
ー
ト
な
開
発

品
種
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
成
長
に
優
れ
た
種
苗
が
今

後
の
再
造
林
の
際
に
広
く
利
用
さ
れ
る
よ

う
、
体
制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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森林の持続可能な利用に向けた再造林の推進

コ
ン
テ
ナ
苗
の

生
産
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
て

コ
ン
テ
ナ
苗
の
可
能
性

　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
と
持
続
的
な

林
業
経
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、確
実
な

再
造
林
と
そ
れ
に
必
要
な
苗
木
の
確
保
が
重

要
で
す
。そ
の
よ
う
な
中
、育
苗
の
省
力
化
や

植
え
付
け
作
業
の
効
率
化
等
が
期
待
で
き
る

コ
ン
テ
ナ
苗
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。現

在
、さ
ら
な
る
苗
木
品
質
の
向
上
、生
産
コ
ス

ト
の
削
減
等
を
目
指
し
、コ
ン
テ
ナ
苗
に
関
す

る
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
う

ち
の
ひ
と
つ
に
充
実
種
子
（
注
１
）を
選
別
す
る

と
い
う
新
し
い
技
術
が
あ
り
ま
す
。

充
実
種
子
の
選
別
技
術

　

一
般
に
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
の
種
子
は

発
芽
率
が
低
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す

が
、
発
芽
の
能
力
を
外
観
で
区
別
す
る
こ
と

は
非
常
に
困
難
で
す
。
コ
ン
テ
ナ
に
蒔
い
た

種
が
発
芽
し
な
け
れ
ば
生
産
効
率
が
下
が
っ

て
し
ま
う
た
め
、
現
状
で
は
苗
畑
で
育
て

た
幼
苗
を
移
植
す
る
作
業
や
、
種
子
を
数
粒

蒔
い
て
間
引
く
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
作
業
に
は
コ
ス
ト
と

時
間
が
か
か
る
た
め
、
種
子
の
発
芽
率
を
向

上
さ
せ
、
作
業
の
手
間
を
省
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

充
実
種
子
を
効
率
的
に
判
別
す
る
方
法
と

し
て
、九
州
大
学
で
は
近
赤
外
光
の
持
つ
性
質

に
着
目
し
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

コ
ン
テ
ナ
苗
の
育
苗
や
取
扱
い
等
に
関
す
る
情
報
は
、
林
野
庁
Ｈ
Ｐ
掲
載
の
「
コ
ン
テ

ナ
苗
基
礎
知
識
」
を
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/j/kanbatu/syubyou/syubyou.htm
l

の
結
果
、充
実
種
子
は
、１
，７
３
０
nm（
注
２
）
付

近
の
近
赤
外
光
を
吸
収
す
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
種
子
内
の
脂
質
に
近
赤
外

線
が
吸
収
さ
れ
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
技
術
に
よ
り
、
90
％
以
上
の
確
率
で
発

芽
す
る
充
実
種
子
を
判
別
す
る
こ
と
が
可
能

と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
森
林
総
合
研
究
所
・
九
州
大
学
・

㈱
住
友
林
業
、
九
州
計
測
器
㈱
が
協
同
で
、

こ
の
判
別
技
術
を
搭
載
し
た
自
動
で
種
子
を

選
別
で
き
る
機
械
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

（
注
１
）
充
実
種
子
：
発
芽
率
の
高
い
種
子
の
こ
と

（
注
２
）
nm
（
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
）：
10
億
分
の
１
メ
ー
ト
ル

（
注
３
）
不
稔
種
子
：
発
芽
能
力
を
持
た
な
い
種
子
の
こ
と
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近赤外分光画像撮影装置

近赤外分光カメラ
（MCT（HgCdTe）センサ搭載・米国製）

コンテナ苗育苗ハウス コンテナ容器コンテナ苗

充
実
種
子
と
不
稔
種
子（
注
３
）の
外
観
と
中
身（
横
断
面
）
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シ
カ
に
よ
る

森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業
の

事
例
紹
介

　
近
年
、
野
生
鳥
獣
の
生
息
域
の
拡
大
等
を

背
景
と
し
て
、
シ
カ
等
野
生
鳥
獣
に
よ
る
森

林
被
害
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
平
成
28
年

度
の
森
林
被
害
面
積
は
約
７
千
ha
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
シ
カ
に
よ
る
被
害
が

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
主
伐
・
再
造
林
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
林
野
庁
で
は
「
森
林
整
備
事
業
」

等
に
よ
る
防
護
柵
の
設
置
や
捕
獲
等
に
対
す

る
支
援
に
加
え
、
平
成
28
年
度
よ
り
、
シ
カ

の
捕
獲
を
モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
取
組
や
シ

カ
の
行
動
を
把
握
す
る
取
組
に
対
す
る
支
援

も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

熊
本
県

　

熊
本
県
で
は
、
輪
番
移
動
式
く
く
り
わ
な

と
簡
易
囲
い
わ
な
に
よ
る
捕
獲
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
輪
番
移
動
式
く
く
り
わ
な
と
は
、

わ
な
を
捕
獲
対
象
エ
リ
ア
に
一
斉
に
仕
掛
け

る
の
で
は
な
く
、
エ
リ
ア
を
細
分
化
し
て
、

順
番
に
わ
な
を

設
置
し
て
い
く

方
法
の
こ
と
で
、

今
回
、
高
い
捕

獲
効
率
を
達
成

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
簡
易

囲
い
わ
な
で
は
、

電
波
の
中
継
地

点
を
設
け
る
こ

と
で
、
山
間
部

に
お
い
て
も
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
わ
な
が
作
動

可
能
な
こ
と
を

実
証
し
ま
し
た
。

静
岡
県

　

静
岡
県
で
は
西
部
に
お
い
て
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪

を
シ
カ
に
装
着
し
、主
伐
地
周
辺
に
お
け
る
シ

カ
の
行
動
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。平
成
29
年

度
の
結
果
で
は
、シ
カ
の
群
れ
に
は
皆
伐
地
を

利
用
す
る
群
れ
と
全
く
利
用
せ
ず
林
内
で
生

活
す
る
群
れ
が
あ
り
、そ
の
行
動
圏
は
固
定
的

で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
に
よ
る
調
査
を
行
う

に
あ
た
り
、
特
に
シ
カ
の
生
息
密
度
が
低
い

地
域
で
は
シ
カ
と
の
遭
遇
機
会
も
非
常
に
少

な
い
た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
首
輪
の
装
着
に
時
間
が
か

か
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
首
輪
を
自
動
装
着
さ
せ
る
取
組
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

福
井
県

　

福
井
県
で
は
、

森
林
組
合
に
よ

る
く
く
り
わ
な

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用

い
た
囲
い
わ
な

の
ほ
か
、林
道
脇

に
複
数
の
給
餌
場
所
を
設
置
し
、誘
引
し
た
シ

カ
を
車
両
で
移
動
し
な
が
ら
銃
で
捕
獲
す
る

「
モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ
」に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。平
成
29
年
度
の
取
組
で
は
、シ
カ
の
車
両

通
行
音
に
対
す
る
警
戒
心
が
強
く
、捕
獲
に
は

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、平
成
30
年
度
は
通
行
音

に
対
す
る
警
戒
心
を
緩
め
る
た
め
の
取
組
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

長
崎
県

　

長
崎
県
対
馬
市
で
は
、首
く
く
り
わ
な
に
よ

る
誘
引
捕
獲
を
実
施
し
て
お
り
、林
業
事
業
体

が
操
縦
す
る
ド
ロ
ー
ン
で
見
回
り
の
省
力
化

が
可
能
か
検
討
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、シ
カ

が
捕
獲
さ
れ
て
い
れ
ば
皆
伐
地
、間
伐
地
と
も

に
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
写
真
に
よ
り
確
認
が
で

き
、ま
た
、わ
な
の
再
設

置
や
給
餌
等
の
作
業
が

な
い
場
合
に
お
け
る
見

回
り
の
省
力
化
が
可
能

と
い
う
結
果
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

主要な野生鳥獣による森林被害面積（平成28年度）

皆伐地において捕獲されたシカ
（ドローン撮影）

ドローン操縦の様子

囲いわな

モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ

GPS首輪により把握されたシカの行動圏

輪番移動式くくりわなのイメージ


